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ネットワーク・アナライザを使用した相互変調測定 
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パワー
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4ポート R&S®ZNB ベクトル･ネットワーク・アナライザ

一般的なアンプの3次相互変調特性
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相互変調測定 とは
同時に複数の搬送波を扱う RF またはマイクロ波のアンプでは、
非線形効果によるシステム性能の劣化を避けるため、その限界値
を知ることが不可欠です。デバイスの非線形特性を把握するため
に確立されている手法のひとつとして、3次相互変調積や、3次イ
ンターセプト・ポイントの測定があります。3次インターセプト・
ポイントは相互変調積から算出されます。相互変調は、通常、2 
つの RF信号源から基本波となる 2信号を出力し測定を行います。
各信号は、出力パワーは等しいですが、周波数はわずかにオフセ
ットされています。これらを結合器で結合して測定物 (DUT) に入
力します。DUT の出力側に接続されたスペクトラム・アナライザ
で、基本波と DUT によって生成された n次の相互変調積を測定し
ます。

ケーブルや結合器の損失分を補正するためには、校正作業が必要
ですが、測定セットアップが複数になり手順が煩雑になるため、
校正誤差のリスクが増加します。さらに、周波数やパワーを掃引
させた測定において DUT の正確な特性を得るためには、制御 PC 
とソフトウェアを用いて DUT の動作を測定器と同期させる必要が
ありますが、測定の複雑さとコストが増すことになります。

ソリューション
4 ポート・モデルの R&S®ZNB ベクトル・ネットワーク・アナライ
ザは、信号源出力およびレシーバに、高い線形性を備え、相互変
調測定に最適な測定器です。内蔵第 2 信号源と USB 接続された 
R&S®NRP-Z シリーズ・パワー・センサを用いることによって、外
部結合器を接続するだけで、相互変調積の正確な測定とインター
セプト・ポイントの算出が可能となります。また、内蔵第 2 信号
源は、外部信号源を用いた測定系と比較し、測定時間を大幅に短
縮します。これによって DUT をほぼリアルタイムに解析すること
ができます。

R&S®ZNB ベクトル・ネットワーク・アナライザは周波数掃引だけ
でなくパワー掃引をサポートしており、2 つの固定周波数の基本
波に対する DUT からの出力をスペクトラムで解析するなど、さま
ざまな相互変調積測定に柔軟に対応できます。

R&S®ZNB ベクトル・ネットワーク・アナライザは、内蔵
の IM 測定ウィザードを用いて、相互変調 (IM) の測定
設定や校正を簡単に行うことができます。

RF アンプの相互変調測定
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R&S®ZNB ベクトル・ネットワーク・アナライザにより相互変調測定が簡単に

 J ステップ3：測定パラメータを、相互変調積、インターセプト・ポ
イント、また基本波の入力パワー・レベルおよび DUT からの出力
パワー・レベルから選択してください。

 J ステップ4：以下の二通りの操作があります: uncalibrated を選択
した場合、校正はされずに測定に移ります。または、3ステップ
のパワー校正を行い、DUT への入力パワー、測定レシーバのパワ
ー・レベルを補正します。

ステップ4 での操作が完了後に、IM測定ウィザードは終了し、選
択されたパラメータすべてがパラメータ名と共に表示されます。
アナライザのタッチスクリーンを使用すると、表示結果を素早く
解析できます。例えば、ユーザはマーカを追加でき、DUT の入出
力パワーに対するインターセプト・ポイントのパワー・レベル比を
簡単に表示できます。

サマリ
R&S®ZNB ベクトル・ネットワーク・アナライザは、内蔵第2信号源
(4ポート・モデルのみ対応) と IM測定ウィザードを備え、1台でデ
バイスの正確かつ効率的な相互変調測定を実現しています。

以下もご参照ください。
www.rohde-schwarz.com/product/ZNB

アプリケーションノート
R&S®ZNB Vector Network Analyzer – Intermodulation 
Measurements Made Simple
www.rohde-schwarz.com/appnote/1EZ63

R&S®ZNB は IM 測定ウィザードを内蔵しています。この直感的な
ツールは、測定器の効率的な設定、測定相互変調積の次数の設定 
(3rd, 5th, 7th, 9th)、校正、関連するインターセプト・ポイントの
算出という、4 つのステップからなっています。

 J ステップ 1：使用するRF信号源と測定レシーバを定義してくださ
い。測定速度は、必要な相互変調積の次数によって増加します。

 J ステップ2：周波数レンジおよび信号源の出力パワー・レベルを入
力してください。

内蔵第2信号源を備えた 4ポート・モデ
ルの R&S®ZNB ベクトル・ネットワー
ク・アナライザと相互変調測定ウィザー
ドにより、1台で素早く簡単に測定の構
成を設定し、正確な相互変調測定を高
速に行うことができます。

IM 測定ウィザードを使えば、直感的な操作でステップ・バイ・ステップで測定を行うこ
とができます。
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